
 お名前
阿部貞康（あべ さだやす）

 お仕事
農業 ・ 行政区長

 小高の好きなところ
・人柄がよく、垣根のないコミュニティがある。

   ・以前から住んでいる人と移住してきた人など、さまざまな
人が一緒に暮らしている。

   ・海辺の暮らし（東部地区）、まちなかの暮らし（中部地区）、
山間部の暮らし（西部地区）など、小さな区域にさまざまな
暮らしがある。

  ・暮らす場所と働く場所が、工夫次第で、小高区の中で一緒
にすることができる。

 お世話人としてできること
【お話】
・小高区の移り変わり（昭和の合併から平成の合併、そして
東日本大震災と原発事故を経験して）

   ・地域における人のつながりの大切さ（「結」の時代と「共
生」の時代）

   ・東日本大震災と原発事故をとおし、市職員として経験した
こと

  ・住み慣れた自宅を離れ、避難生活を経験したこと

移住を考えている方へ！
・小高区には、縄文時代からの歴史があります。平安も、鎌倉も、江戸も
あります。さらに、明治からの移り変わりは、今の小高区の基礎になって
います。
・昭和の合併により、小高町、金房村、福浦村が「小高町」になり、平成の
合併で、原町市、鹿島町、小高町が「南相馬市」になりました。そして、
東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故が発生し、言
葉にできない恐怖と、避難生活を経験しました。
・14年が過ぎた今の「おだか」をよく見て知ってもらい、自分に何ができ
るのか、何がしたいか、生きる目標は何かを、あらかじめ心に描いたう
えで、「おだか」の歴史の中に飛び込んでください。

＃地域づくり #教育

＃農業 ＃伝統文化
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